










要約:妊娠・分娩の径験の有無が中高年女性の尿失禁とどのような相互連関を有するかを

検討することを目的に本調査を行った。

 外来を受診した 65例の中高年女性の腹圧性尿失禁患者(平均年齢 52.1±11.2 歳、全例経

産婦)に対し腹圧性尿失禁の発症時期を調査したところ分娩後より持続していると回答し

たものは 52.3%であった。高齢者の尿失禁は分娩時にその源かあることか多いとの予想か

ら、産後 1か月検診時にアンケート調査を実施し、分娩が将来の腹圧性尿失禁のリスクフ

ァクタ-になり得るかを検討した。

 産後 1 か月時に尿失禁を訴えた女性は 22.8%(56/246)であり、治療により改善をみなか

った 17.9%(10/56)、すなわち全体の 4.1%(10/246)の尿失禁女性か将来中高年期の腹圧性

尿失禁患者の予備軍になる可能性があることが予想された。


